
○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 8-1

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 136780

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 子ども文化事業補助金
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 決裁による
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

③支出先 関市子ども文化事業実行委員会

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図 全国の文化作品にふれる機会等を通じて豊かな心を育てる という状態にする

⑥期間 6 4 1 7 3 31

⑤支出の目的

対　象 全国の子どもたち に対して

手　段 全国コンクール（木の造形作品の部・俳句の部） を行うことで

受益者 関市の子どもたち が（を）

補助開始年度 平成 12 年度

⑦事務局体制 ○ 主に市の担当課 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他

⑧構成員の負担 ○ 負担なし 負担あり 負担額 あたり

4,000 3,300 4,500 4,000

単価を定めている→算式

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 ○ その他 事業による

有 概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

②過去における
　見直し状況

令和４年度にアフターコロナに合わせて、事業内容を一部縮小。

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 6,485 千円 R6歳出 5,483 千円 翌年度繰越額 1,002 千円

決算額(事業) R6歳入 6,485 千円 R6歳出 5,483 千円 翌年度繰越額 1,002 千円

R6歳入に占める補助金の割合 69.4 ％ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適切

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

俳句部門において、指導者の高齢化に伴い担い手が不足している。市内文芸団体へ協力を
依頼しているが、文芸団体そのものが高齢化しているため、解決が難しい。

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 8-2

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 139900

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 名月と萩の夕べ事業補助金
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 決裁による
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

③支出先 名月と萩の夕べ実行委員会

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図 文化芸術に親しむ・発表する機会が提供される という状態にする

⑥期間 6 4 1 7 3 31

⑤支出の目的

対　象 幅広い年代の市民 に対して

手　段 名月を愛でながら芸術や文化に親しむ催し を行うことで

受益者 催しに携わる人及び鑑賞者 が（を）

補助開始年度 令和 3 年度

⑦事務局体制 ○ 主に市の担当課 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他

⑧構成員の負担 ○ 負担なし 負担あり 負担額 あたり

400 600 490 600

単価を定めている→算式

○

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 　 その他

有 概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

②過去における
　見直し状況

R6出演者欠席による不用額を返還した。

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 740 千円 R6歳出 656 千円 翌年度繰越額 84 千円

決算額(事業) R6歳入 740 千円 R6歳出 656 千円 翌年度繰越額 84 千円

R6歳入に占める補助金の割合 66.2 ％ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適切

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

１現状のまま継続 　 ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

実行委員の高齢化や他事業との統合も視野に含め検討。

３縮小・減額を検討

○ ４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 8-3

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 139900

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 「清流の国ぎふ」文化祭2024事業補助金
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 「清流の国ぎふ」文化祭2024関市実行委員会会則
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 18.4% 負担額 955 千円

③支出先 「清流の国ぎふ」文化祭2024関市実行委員会

④国・県の負担 なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図 関市の文化について知り、その大切さに気付く という状態にする

⑥期間 6 4 1 7 3 31

⑤支出の目的

対　象 「清流の国ぎふ」文化祭2024関市実行委員会 に対して

手　段 市内各地でイベント を行うことで

受益者 関市内外の人々 が（を）

補助開始年度 令和 5 年度

⑦事務局体制 ○ 主に市の担当課 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他

⑧構成員の負担 ○ 負担なし 負担あり 負担額 あたり

- 1,000 1,652 -

単価を定めている→算式

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 ○ その他

有 概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

②過去における
　見直し状況

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 5,209 千円 R6歳出 3,861 千円 翌年度繰越額 1,348 千円

決算額(事業) R6歳入 5,209 千円 R6歳出 3,861 千円 翌年度繰越額 1,348 千円

R6歳入に占める補助金の割合 31.7 ％ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適切

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

１現状のまま継続 ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

令和６年度で事業終了
1,348,189円を市に返納済み

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ○ ６休止・廃止を検討



○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 8-4

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 139950

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 関市文化団体活動補助金（関市民吹奏楽団）
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 関市文化団体等活動補助金交付要綱
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

③支出先 関市民吹奏楽団

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図 関市の音楽文化を盛り上げる という状態にする

⑥期間 6 4 1 7 3 31

⑤支出の目的

対　象 関市民吹奏楽団 に対して

手　段 市民が吹奏楽に触れる機会の提供 を行うことで

受益者 関市民吹奏楽団団員 が（を）

補助開始年度 平成 1 年度

⑦事務局体制 主に市の担当課 ○ 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他

⑧構成員の負担 負担なし ○ 負担あり 負担額 １会員 あたり

279 279 279 279

単価を定めている→算式

○

12,000

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 その他

有 概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

②過去における
　見直し状況

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 1,922 千円 R6歳出 1,452 千円 翌年度繰越額 470 千円

決算額(事業) R6歳入 千円 R6歳出 千円 翌年度繰越額 0 千円

R6歳入に占める補助金の割合 14.5 ％ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適切

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

練習場所及び楽器等保管場所の確保。

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 8-5

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 139950

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 関市文化団体活動補助金（菊友会）
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 関市文化団体等活動補助金交付要綱
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

③支出先 菊友会

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図 菊花展展示や各地域での菊栽培指導の支援ができる という状態にする

⑥期間 6 4 1 7 3 31

⑤支出の目的

対　象 菊友会 に対して

手　段 菊栽培のノウハウの継承 を行うことで

受益者 菊友会員 が（を）

補助開始年度 昭和 45 年度

⑦事務局体制 主に市の担当課 ○ 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他

⑧構成員の負担 負担なし ○ 負担あり 負担額 一会員 あたり

350 350 350 350

単価を定めている→算式

○

5,000

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 その他

有 概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

②過去における
　見直し状況

令和4年度は会員の高齢化に伴い、菊花展での菊搬入を外注することとしたため、補助金の交付額が
増額となった。

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 639 千円 R6歳出 467 千円 翌年度繰越額 172 千円

決算額(事業) R6歳入 千円 R6歳出 千円 翌年度繰越額 0 千円

R6歳入に占める補助金の割合 54.8 ％ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適切

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 不足している

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 8-6

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 139950

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 関市文化団体活動補助金（関市文化協会）
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 関市文化団体等活動補助金交付要綱
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

③支出先 関市文化協会

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図 文化の向上と伝統を継承していくことを支援する という状態にする

⑥期間 6 4 1 7 3 31

⑤支出の目的

対　象 関市文化協会 に対して

手　段 関市の文化の情報提供や収集、様々な展示会などの催し を行うことで

受益者 関市文化協会会員 が（を）

補助開始年度 昭和 47 年度

⑦事務局体制 ○ 主に市の担当課 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他

⑧構成員の負担 負担なし ○ 負担あり 負担額 １会員 あたり

6,500 1,500 1,500 1,500

単価を定めている→算式

○

800

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 その他

有 概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

②過去における
　見直し状況

令和4年度は、関市文化協会創立50周年の記念事業を実施したため、補助金の交付額が増額となった。

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 2,748 千円 R6歳出 2,153 千円 翌年度繰越額 595 千円

決算額(事業) R6歳入 千円 R6歳出 千円 翌年度繰越額 0 千円

R6歳入に占める補助金の割合 54.6 ％ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適切

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

会員の減少と高齢化

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

②課　　　　　題
　（改善状況等）

会員（刀匠、技能師）の高齢化

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

①妥当性
補助することが適当か 適切

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

61.9 ％ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

②過去における
　見直し状況

令和７年度予算より、古式日本刀鍛錬・刀剣研磨外装技術の一般公開に係る人件費の増額及びコンクール出
品に係る奨励助成金制度の導入に伴い、前年度比30万円の増額。

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 3,879 千円 R6歳出 3,047 千円 翌年度繰越額 832 千円

決算額(事業) R6歳入 千円 R6歳出 千円 翌年度繰越額 0 千円

R6歳入に占める補助金の割合

2,400 2,400 2,700

単価を定めている→算式

○

2,000

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 その他

有 概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

⑦事務局体制 ○ 主に市の担当課 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他

⑧構成員の負担 負担なし ○ 負担あり 負担額 １人 あたり

2,400

意　図 関市の日本文化の伝統の継承と情報発信 という状態にする

⑥期間 6 4 1 7 3 31

⑤支出の目的

対　象 関伝日本刀鍛錬技術保存会 に対して

手　段 日本刀鍛錬技術の情報提供、会員間の交流 を行うことで

受益者 関伝日本刀鍛錬技術保存会 が（を）

補助開始年度 昭和 45 年度

千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

③支出先 関伝日本刀鍛錬技術保存会

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 関伝日本刀鍛錬技術保存会補助金
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 関市文化団体等活動補助金交付要綱
(3)個人に対する補助金

(4)その他

令和６年度補助金調書 Ｎo. 8-7

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 140000



○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 8-8

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 140000

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 関市獅子舞保存会
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 関市文化団体等活動補助金交付要綱
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

③支出先 関市獅子舞保存会

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図 伝統文化を継承していく という状態にする

⑥期間 6 4 1 7 3 31

⑤支出の目的

対　象 無形文化財獅子舞保存会 に対して

手　段 広く情報収集、獅子舞大会開催、後継者育成の助成 を行うことで

受益者 無形文化財獅子舞保存会会員 が（を）

補助開始年度 昭和 45 年度

⑦事務局体制 ○ 主に市の担当課 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他

⑧構成員の負担 負担なし ○ 負担あり 負担額 1支部 あたり

465 600 465 465

単価を定めている→算式

○

2,400

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 その他

有 概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

②過去における
　見直し状況

Ｒ５年度は５年ごとに開催の設立記念大会（Ｒ５年度は５５周年）を開催したため、増加
している。

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 775 千円 R6歳出 552 千円 翌年度繰越額 223 千円

決算額(事業) R6歳入 千円 R6歳出 千円 翌年度繰越額 0 千円

R6歳入に占める補助金の割合 60.0 ％ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適切

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

後継者の育成

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 8-9

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 140000

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 文化財保護協会補助金
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 関市文化団体等活動補助金交付要綱
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

③支出先 岐阜県文化財保護協会関支部

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図 地域の文化財について知る という状態にする

⑥期間 6 4 1 7 3 31

⑤支出の目的

対　象 文化財 に対して

手　段 保護や調査研究 を行うことで

受益者 市民 が（を）

補助開始年度 平成 25 年度

⑦事務局体制 主に市の担当課 ○ 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他

⑧構成員の負担 負担なし ○ 負担あり 負担額 年間1人 あたり

40 40 40 40

単価を定めている→算式

○

3,000

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 その他

有 概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

②過去における
　見直し状況

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 306 千円 R6歳出 297 千円 翌年度繰越額 9 千円

決算額(事業) R6歳入 千円 R6歳出 千円 翌年度繰越額 0 千円

R6歳入に占める補助金の割合 13.1 ％ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適当

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成されている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 8-10

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 140000

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 関市指定重要文化財　能舞台修繕事業
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 関市文化財保護事業補助金交付要綱
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

③支出先 春日神社

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図
適切に管理、修理、保護又は保存された指定文化財を受け継ぐ
ことができる

という状態にする

⑥期間 6 4 1 6 9 17

⑤支出の目的

対　象 指定文化財の所有者 に対して

手　段
指定文化財の管理、修理、保護又は保存に要する経費の一部補
助

を行うことで

受益者 将来の市民 が（を）

補助開始年度 令和 6 年度

⑦事務局体制 主に市の担当課 ○ 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算 ○

その他

⑧構成員の負担 ○ 負担なし 負担あり 負担額 あたり

- - 520 -

単価を定めている→算式

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 その他

概算払 前金払

補助率を定めている→補助率 50%

②過去における
　見直し状況

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 千円 R6歳出 千円 翌年度繰越額 0 千円

決算額(事業) R6歳入 1,042 千円 R6歳出 1,042 千円 翌年度繰越額 0 千円

R6歳入に占める補助金の割合 49.9 ％ ○ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適当

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

１現状のまま継続 ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

令和6年度で終了。

３縮小・減額を検討

４統合を検討 　 ５終期を設定 ○ ６休止・廃止を検討



○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 8-11

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 140000

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 令和6年度　春日神社における能・狂言事業
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 関市補助金等交付規則
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

③支出先 春日神社における能・狂言実行委員会

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図 春日神社と関鍛冶の繋がりを知る という状態にする

⑥期間 6 4 1 7 3 18

⑤支出の目的

対　象 市民の皆さんや国内外の皆さん に対して

手　段 春日神社の能舞台で能・狂言 を行うことで

受益者 観覧者やこの公演を知った人 が（を）

補助開始年度 令和 6 年度

⑦事務局体制 主に市の担当課 ○ 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他

⑧構成員の負担 ○ 負担なし 負担あり 負担額 あたり

- - 3,000 -

単価を定めている→算式

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 ○ その他

有 概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

②過去における
　見直し状況

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 6,033 千円 R6歳出 6,033 千円 翌年度繰越額 0 千円

決算額(事業) R6歳入 6,033 千円 R6歳出 6,033 千円 翌年度繰越額 0 千円

R6歳入に占める補助金の割合 49.7 ％ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適切

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は なし

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

１現状のまま継続 ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

令和６年度のみの補助金

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ○ ６休止・廃止を検討


